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はじめに 
 

 

 三原市地域包括ケア連携推進協議は平成 26 年に三原市医師会が事務局となり、「10・20・30 年暮らし続けることができる三

原」を理念として、全世代を対象にどんな人も安心して「三原市で住んで良かった」、「これからもこの地に住んで生き生きと生

活したい」と希望が持てる保健・医療・福祉・介護のネットワークづくりと具体的な連携の仕組みを作っていくことを目的とし

ました。構成メンバーは、三原市、三原市医師会、三原市歯科医師会、三原市薬剤師会、三原市内の高齢、児童、障がい分野が

一緒に集まって、積極的に意見を出し、全世代型の地域包括ケアについて検討することを試行してきました。 

 そこで、目的は安心して住み続けることであったので、構成メンバーが三原市内の保健・医療・福祉・介護分野におけるニー

ズを析出し、何を提示していけばよいのか、夜に集まって検討してきました。その成果として、平成27年３月に「三原つなぎ・

つながる支援ガイド（第１版）」を発刊しました。第１版は、保健・医療・福祉・介護の専門職が患者・利用者・対象者に対し

て、ニーズは１つではないこと、さらに多様化しているため、分野を横断した連携が必要であるため、主には支援者の連携のた

めのガイドブックという性格が強いものでした。 

 第３版からは、専門職というよりは、市民の方がわかりやすい記載が必要ということを目的として記載内容を刷新しました。

専門職から市民へと対象を拡大した理由は、自己決定、自己選択を尊重することからです。もしも、生活するうえで保健・医療・

福祉・介護のサービスが必要となった時、そうしたサービスを利用しながら、どんな暮らしをするのか将来像を描き、決めるの

は、ご本人です。そこで、支援者はそうしたご本人の自己決定を支援する立場であるため、ご本人がサービスを選択する一助と

なるようなわかりやすい表記が必要だと考えました。このたび、第４版を発刊することになりました。第３版から第４版（令和

元年から令和４年）の間に、社会の変化とともに、保健・医療・福祉・介護を取り巻く環境も変化しました。 

 新型コロナウイルス感染症が第３版を発刊した、わずか４か月後に日本に到来。全都道府県が緊急事態宣言下におかれ、人の

移動が止まりました。人々は三密を避けるため、サービス業を中心に経済は停滞し、職場から休業要請が出された人もいます。

収入の減少、さらには非正規雇用者の雇止めなどが起こり、好調だった雇用情勢は一機に悪化しました。保健・医療・福祉・介

護の分野では、感染予防と感染者への対応を同時にしていくことが迫られますが、当初は、社会の感染症への恐怖から、最前線

で支える人々への尊敬や応援だけでなく、心無い中傷などもありました。それでもクラスターの発生や家庭内感染の増加などを

背景にこの３年間は緊張感の中で、必死に患者・利用者およびその家族のケアに対応してきてきました。これまでのサービス提

供の概念や仕組みが機能しない事態にも陥ったと言えます。その一つが、人と人のつながりや、ふれあい、或いは、コミュニケ

ーションを軸にしたサービス提供です。 

 三密を回避するということは、できるだけ、集まらない、出かけない、人との接触を避け、人と距離を置いて、接するという

ことです。例えば、高齢者のサロンでの食事会、施設におけるカラオケやコーラスなどのレクリエーションなど、集合型の活動

は自粛を余儀なくされました。長い間に積み重ねてきた施設や地域の実践が中断したのです。また、県外の家族が親の見守りや

介護のために帰省することすら自粛となり、家族ケア機能も低下しました。 

 こうした状況下において、保健・医療・福祉・介護の現場では、利用者の命と暮らしを守るため、精一杯の工夫によって踏ん

張ってきたのがこの３年間だったと言えます。オンラインによる会議の導入やオンライン面接、オンライン面会など、新しい方

法を導入し、連携やつながりの機会を作る努力を重ねました。第４版発刊のための会議もオンライン会議に変更し、コロナ禍に

おける実践と新たなニーズを共有しました。ようやく、第７波が落ち着きはじめた10月に、原稿ができた次第です。 

 ウィズコロナ、アフターコロナの時代において、ますます、オンライン化が進むでしょう。カンファレスやサービス担当者会

議をはじめ様々な会議はオンライン化しています。デジタル化は、SDGsの考え方からも今後さらに進展していくことでしょう。

デジタル化は確かにスマートフォンやタブレット端末等を使いこなす人々には便利です。紙媒体から電子媒体に移行することは

資源の節約ともに、コンパクトな情報管理を可能にします。一方で、情報やデジタル化に追いつかない人々もいます。いわゆる

デジタル格差です。こうした人々にも情報が届くこと、各種申請がオンライン化するなかで、申請手続きやサービス受給におい

て不利益がないように、丁寧な気配りをしながら、新しい方法を進めることがより一層に必要だと考えます。ガイドブックもい

ずれデジタル化されるでしょう。デジタル化に伴い、市民の誰でも手軽に見ることができるようなスキルの保障も同時に検討し

ていくことが必要だと言えます。安心して暮らしていく前提は、様々な制度やサービスが必要な時に必要な人が活用できるよう

に配慮されていることです。「誰もが」、「どんな人も」とは、取り残される人を作らないということだと言えます。 

 

県立広島大学保健福祉学部人間福祉学科  

田中 聡子  
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人工透析患者の通院方法
や施設入所 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

週２～３回の通院方法や、食事面でのサ

ービスなどが課題とりがちです。 

 

■ここをチェック！■ 

透析についてコラム（９頁）を設けまし

た。 

「病院」「診療所」の一覧では、対応可能

な機関が分かるよう項目を新設していま

す。（15 頁～） 

お食事については、第 5 章をご覧くださ

い。（282 頁） 

アルコール関連問題 
への対応 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

治療につながりにくく、世帯単位で複合

的な問題を有していることも少なくあり

ません。 

 

■ここをチェック！■ 

専門スタッフによるコラムと、対応機関

を掲載しました。（８頁） 

育児･子育てに関する相談
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

児童の支援施設の情報が分かりにくい、

ひとり親家庭が増えているなか土曜日に

相談できる機関が少なくて困っている、

といった声がありました。 

 

■ここをチェック！■ 

子育てに関する包括的な相談先がありま

す（63 頁）。不登校などの問題は、ひき

こもり支援センターとも連携してサポー

トできる場合があります（108 頁）。 

外国人の対応 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

広島空港を有する尾三地域は、外国人労

働者が多い地域です。新型コロナウイル

ス感染症の影響で帰国が難しい方の受診

も増えています。 

 

■ここをチェック！■ 

通訳事業について追記。（９頁） 

「病院」「診療所」「薬局」の一覧に英語対

応の可否を新設しました。（15 頁～） 

三原で働く支援者が困りやすい場面集  
 

令和２年９月に実施した利用者アンケートでは、地域の課題や、支援を行う上で困りやすい状況に

ついて多くの声が挙がりました。本書が三原の課題に対応できるよう、改訂を行っていきます。 
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 本書の利用方法  

ライフサイクルを切れ目なくサポートできるように、また、8050 問題のように、普段接することのな

い方に出会ったときにも適切なつなぎ先が分かり応急的な対応ができるよう配慮しています。 
 
１章 

病気やけが 

をしたとき 

２章 

子育て・障害の 

ある児童の支援 

３章 

成人・障害の 

ある人の支援 

４章 

高齢者（65歳 

以上）の支援 

５章 

地域住民向け 

の事業 

 

 

 

 

高齢者の買い物支援 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

運転が難しくなったり、地元の商店が閉

じたりしていくなかで、日常の買い物を

確保できることは急務の課題です。 

 

■ここをチェック！■ 

お弁当や食材の配達に関するご案内をし

ています（282 頁）。また、「地域コミュ

ニティ交通（100 頁）」や「介護タクシ

ー（103 頁）」のご案内、高齢ドライバ

ーの「運転免許返納（196 頁）」につい

てもご覧ください。 

高齢者の施設入所費用 
に関すること 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

施設等の利用料をよく聞かれて困るとい

う意見が多くあります。 

ただ、要介護度などにより一概に示しづ

らい部分もあり、今後の課題とします。

 

■ここをチェック！■ 

有料グループホームやサ高住の事業所に

協力をいただきました（278 頁）。解説

はコラムを設けています（198 頁）。 

認知症に関すること 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

家族のいない高齢者が認知症になったと

きなどに難しさを感じておられます。 

支援体制の充実を望む声がありました。

 

■ここをチェック！■ 

最寄りの「高齢者相談センター（200

頁）」をはじめ、「認知症疾患医療センタ

ー（６頁）」など、専門の相談窓口にまず

はご相談ください。 

市内で利用できる事業も解説しています

（193 頁）。 

本書の印刷用データ 
について 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ホームページ上で本書のデータを無料配

布しています。情報提供等にご活用くだ

さい。 

三原市地域包括ケア連携推進協議会は、

市内の保健医療・介護・福祉・行政に従事

する職員で構成され、安心して暮らせる

三原づくりに貢献するため活動を行って

います。 

 

三原市地域包括ケア連携推進協議会 

https://zai-takko.net/ 
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